
昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
四
日
受
領 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
質
問
の 

二
六
） 

答

弁

第

二

六

号 
   

衆
議
院
議
員
木
間
章
君
提
出
三
菱
商
事
株
式
会
社
と
三
越
金
属
工
業
株
式
会
社
と
の
関
係
と
労
使
の
交
渉
経
過

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
九
四
第
二
六
号 

昭
和
五
十
六
年
四
月
二
十
四
日 

衆

議

院

議

長 
福 

田 
 

一 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

鈴 

木 

善 

幸 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
木
間
章
君
提
出
三
菱
商
事
株
式
会
社
と
三
越
金
属
工
業
株
式
会
社
と
の
関
係
と
労
使 

の
交
渉
経
過
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
四
に
つ
い
て 

1 

三
菱
商
事
株
式
会
社
（
以
下
「
三
菱
商
事
」
と
い
う
。
）
と
三
越
金
属
工
業
株
式
会
社
（
以
下
「
三
越
金
属
」
と
い

う
。
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

(一) 

三
越
金
属
は
、
昭
和
四
十
六
年
七
月
以
後
代
表
取
締
役
社
長
そ
の
他
役
員
の
一
部
を
三
菱
商
事
か
ら
迎 

 
 

え
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
九
月
ま
で
に
三
菱
商
事
か
ら
の
派
遣
役
員
は
い
ず
れ
も
退
任
し
た
。 

(二) 

三
菱
商
事
は
、
昭
和
四
十
三
年
二
月
に
三
越
金
属
の
発
行
済
株
式
の
総
数
の
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
当 

 
 

た
る
株
式
を
取
得
し
た
。
そ
の
後
、
三
菱
商
事
は
、
昭
和
四
十
七
年
中
に
子
会
社
名
義
で
三
越
金
属
の
発 

 
 

 

行
済
株
式
の
総
数
の
約
十
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
株
式
を
取
得
し
た
が
、
昭
和
五
十
二
年
四
月
に 



2 

三
越
金
属
に
対
す
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十
六
年
三
月
三
十
日
、
富
山
地
方 

 
 

裁
判
所
高
岡
支
部
に
会
社
更
生
法
第
三
十
条
に
基
づ
い
て
、
三
越
金
属
（
代
表
者
代
表
取
締
役
出
合
四
郎
）
を 

(五) 

三
菱
商
事
は
、
昭
和
四
十
六
年
二
月
、
三
越
金
属
の
経
営
合
理
化
に
際
し
て
同
社
か
ら
、
同
社
砺
波
工 

 
 

場
の
売
却
を
受
け
た
。 

(四) 

三
越
金
属
は
、
三
菱
商
事
に
対
し
て
多
額
の
債
務
を
有
し
て
い
る
。 

(三) 

三
越
金
属
と
三
菱
商
事
と
の
間
に
は
、
昭
和
三
十
三
年
以
来
製
品
の
販
売
又
は
原
料
の
仕
入
れ
に
つ
い 

 
 

て
の
取
引
関
係
が
あ
る
。 

こ
れ
を
売
却
し
た
。
そ
の
結
果
、
現
在
、
三
菱
商
事
は
三
越
金
属
の
発
行
済
株
式
の
総
数
の
二
・
五
パ
ー 

 
 

 
セ
ン
ト
に
当
た
る
株
式
を
保
有
し
て
い
る
。 

三
菱
商
事
は
、
昭
和
四
十
六
年
四
月
以
降
、
累
次
、
弁
済
の
猶
予
、
債
務
の
免
除
等
の
金
融
上
の
援
助 

 
 

 
 

措
置
を
行
つ
て
い
る
。 

四 

 



二
及
び
三
に
つ
い
て 

1 

三
越
金
属
と
総
評
全
国
金
属
労
働
組
合
三
越
金
属
支
部
（
以
下
「
組
合
」
と
い
う
。
）
と
の
間
に
お
け
る
労
使 

 

交
渉
、
紛
争
等
の
主
な
経
過
と
現
状
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

3 

現
在
、
三
越
金
属
に
対
す
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
に
つ
い
て
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
中
で
も
あ
り
、 

 
 

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
の
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。 

(二) 

昭
和
四
十
六
年
二
月
、
三
越
金
属
が
、
右
砺
波
工
場
を
譲
渡
し
た
の
に
際
し
、
組
合
は
、
三
越
金
属
倒 

 
 

産
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
上
、
組
合
員
の
労
働
債
権
を
保
全
す
る
た
め
と
し
て
、
同
月
、
本
社
工 

(一) 

昭
和
四
十
五
年
九
月
、
三
越
金
属
は
、
組
合
に
対
し
三
越
金
属
砺
波
工
場
新
設
に
伴
う
生
産
計
画
及
び 

 
 

人
員
配
置
に
つ
い
て
提
案
を
行
い
、
三
越
金
属
と
組
合
は
団
体
交
渉
を
行
つ
た
。 

申
立
人
と
し
て
申
立
て
が
な
さ
れ
、
現
在
、
同
裁
判
所
に
お
い
て
更
生
手
続
開
始
決
定
の
可
否
に
つ
い
て
審 

 
 

理
中
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。 

五 

 



(四) 

昭
和
四
十
七
年
十
二
月
、
三
越
金
属
は
、
組
合
に
対
し
、
代
表
取
締
役
社
長
名
の
組
合
運
営
へ
の
支 

(三) 

昭
和
四
十
六
年
八
月
、
三
越
金
属
は
、
組
合
に
対
し
、
会
社
再
建
の
た
め
生
産
量
及
び
人
員
の
削
減
に 

 
 

つ
い
て
提
案
を
行
つ
た
。
労
使
交
渉
の
結
果
、
同
年
九
月
、
右
労
使
は
、
希
望
退
職
の
募
集
等
に
つ
い
て 

 
 

合
意
に
達
し
、
同
年
十
一
月
、
三
越
金
属
は
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
希
望
退
職
の
募
集
を
行
つ
た
が
、
応
募 

 
 

者
が
な
か
つ
た
た
め
、
従
業
員
二
十
六
人
の
指
名
解
雇
通
告
を
行
つ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
組
合
は
、
三
越 

 
 

金
属
に
指
名
解
雇
撤
回
を
求
め
、
労
使
交
渉
の
結
果
、
同
月
、
三
越
金
属
は
指
名
解
雇
を
撤
回
し
、
同
年 

 
 

十
二
月
、
三
越
金
属
と
組
合
は
、
希
望
退
職
募
集
に
つ
い
て
労
使
協
定
を
締
結
し
た
。 

場
及
び
砺
波
工
場
を
占
拠
し
、
同
年
三
月
、
富
山
地
方
裁
判
所
高
岡
支
部
に
両
工
場
の
動
産
仮
差
押
申
請 

 
 

 
を
行
つ
た
。
そ
の
後
労
使
交
渉
の
結
果
、
組
合
は
、
両
工
場
の
占
拠
を
解
く
と
と
も
に
同
申
請
を
取
り
下 

 
 

 

げ
た
。
更
に
、
三
越
金
属
と
組
合
は
、
労
使
交
渉
を
進
め
た
結
果
、
同
年
六
月
、
希
望
退
職
募
集
に
つ
い 

 
 

 

て
労
使
協
定
を
締
結
し
た
。 

六 

 



五
に
つ
い
て 

2 

現
在
、
上
記
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
に
つ
い
て
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
中
で
も
あ
り
、
そ
の
他
の
事
項 

 
 

に
つ
い
て
の
答
弁
は
差
し
控
え
た
い
。 

(五) 
昭
和
五
十
三
年
三
月
、
三
越
金
属
は
、
組
合
に
対
し
、
企
業
経
営
の
安
定
を
目
的
と
し
て
希
望
退
職
募 

 
 

集
等
の
提
案
を
行
い
、
以
後
労
使
交
渉
の
結
果
、
同
月
、
三
越
金
属
と
組
合
は
希
望
退
職
募
集
等
に
つ
い 

 
 

て
労
使
協
定
を
締
結
し
、
同
年
四
月
、
三
越
金
属
は
希
望
退
職
募
集
を
行
つ
た
。
し
か
し
、
三
越
金
属 

 
 

 

は
、
希
望
退
職
募
集
人
員
に
達
し
な
い
と
し
て
同
月
、
八
人
の
従
業
員
を
指
名
解
雇
し
た
。
同
年
六
月
、 

 
 

指
名
解
雇
さ
れ
た
従
業
員
八
人
の
う
ち
二
人
は
、
富
山
地
方
裁
判
所
高
岡
支
部
に
地
位
保
全
の
仮
処
分
申 

 
 

請
を
行
い
、
本
年
一
月
、
同
裁
判
所
は
、
両
名
の
同
申
請
を
認
容
す
る
判
決
を
行
つ
た
が
、
同
月
、
会
社 

 
 

は
、
当
該
判
決
を
不
服
と
し
て
名
古
屋
高
等
裁
判
所
金
沢
支
部
に
控
訴
し
た
。 

配
、
介
入
等
に
関
す
る
「
謝
罪
及
び
誓
約
書
」
を
提
出
し
た
。 

七 

 



 

八 

1 
三
越
金
属
に
対
す
る
更
生
手
続
開
始
の
申
立
て
に
よ
る
三
越
金
属
の
再
建
と
従
業
員
の
雇
用
と
生
活
の
保 

 
 

障
の
た
め
の
具
体
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
同
申
立
て
に
つ
い
て
裁
判
所
に
お
い
て
審
理
中
で
も
あ
り
、
答 

 
 

 

弁
を
差
し
控
え
た
い
。 

2 

政
府
と
し
て
は
、
本
件
に
つ
い
て
、
関
係
地
方
公
共
団
体
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
、
事
態
の
推
移
を
見
守
つ 

 
 

て
ま
い
り
た
い
。 

右
答
弁
す
る
。 




